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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 45,981 △16.5 1,364 △56.4 1,213 △58.4 731 △62.1

2021年３月期第３四半期 55,050 0.4 3,129 △2.0 2,918 0.1 1,928 △25.3

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 708百万円（△65.4％） 2021年３月期第３四半期 2,047百万円（△28.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 15.62 －

2021年３月期第３四半期 41.11 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 111,872 61,336 54.7 1,310.65

2021年３月期 107,461 61,566 57.2 1,309.64

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 61,249百万円 2021年３月期 61,429百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 18.00 18.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 22.00 22.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 83,000 2.7 5,300 0.6 5,000 △0.1 3,400 △0.7 72.54

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 46,951,260株 2021年３月期 46,951,260株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 219,232株 2021年３月期 45,632株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 46,820,502株 2021年３月期３Ｑ 46,905,662株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料の５ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予想情

報に関する説明」をご覧ください。

（自己株式に関する情報）

当社は第２四半期連結会計期間より「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を、四

半期連結財務諸表において自己株式として計上しております。したがって、１株当たり四半期純利益及び１株当たり純

資産を算定するための期末の普通株式及び普通株式の期中平均株式数について「株式給付信託（BBT）」が所有する当

社株式を控除しております。なお、2021年12月31日現在において、「株式給付信託（BBT）」が所有する自己株式数

は、173,500株です。
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区分

前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

金額
（千円）

前年同期比
(％)

金額
（千円）

前年同期比
(％)

不動産販売事業 15,613,160 10.6 10,995,412 △29.6

不動産賃貸事業 310,079 47.4 261,134 △15.8

その他附帯事業 210,967 1.4 183,659 △12.9

合計 16,134,207 11.0 11,440,206 △29.1

区分

前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

数量
金額

（千円）
数量

金額
（千円）

前年同期比
(％)

前年同期比
(％)

新築マンション 328戸 10,616,775 △2.5 220戸 8,211,278 △22.7

中古マンション（買取再販） 45戸 1,079,352 131.6 70戸 1,965,683 82.1

不動産証券化事業 5物件 3,379,820 43.9 1物件 610,000 △82.0

戸建 17戸 537,212 30.8 6戸 208,450 △61.2

合計 － 15,613,160 10.6 － 10,995,412 △29.6

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により経済活動に制限があった

ものの、ワクチン接種の進捗や各種感染防止策の効果により、年末にかけて徐々に経済活動への影響は緩和されて

まいりました。しかし、年明け以降、変異株の感染が急速に広がっており、先行きは依然として不透明な状況にあ

ります。

　当社グループの属する不動産業界では、政府による金融緩和政策の継続により、居住用物件の需要は堅調に推移

しておりますが、土地や建設費の高騰により販売価格の高止まりの状況が続いております。建設業界においても、

公共投資・民間需要とも堅調に推移しておりますが、資材費・人件費は高止まりの状況にあります。

　こうした中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が45,981百万円（前年同期比

16.5％減）、売上総利益は6,460百万円（前年同期比23.4％減）、営業利益は1,364百万円（前年同期比56.4％

減）、経常利益は1,213百万円（前年同期比58.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は731百万円（前年同

期比62.1％減）となりました。

　報告セグメントにて区分した場合の売上高及びセグメント損益は以下のとおりです。

①　不動産事業

　新築マンションについて、期首の在庫が前期に比して少なく、かつ、物件の完成引渡しが第４四半期に集中し

ていることから、当第３四半期連結累計期間の引渡戸数が減少した結果、売上高は11,440百万円（前年同期比

29.1％減）となり、セグメント利益は92百万円（前年同期比87.7％減）となりました。

（不動産事業セグメントにおける営業状況）

ア．営業収入の内訳

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

イ．不動産販売事業の内訳

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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2021年３月期
（2020年４月～2021年３月）

2021年４月以降

期間（月） ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12

期首在庫（戸） 200 222 142 194 50 7 8

当期完成（戸） 140 37 145 277 30 95 50

当期引渡（戸） 118 117 93 407 69 94 57

振替（戸） 0 0 0 14 4 0 0

期末在庫（戸） 222 142 194 50 7 8 1

2021年３月期
（2020年４月～2021年３月）

2021年４月以降

期間（月） ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12

期首在庫（戸） 14 27 20 28 28 36 46

当期仕入（戸） 19 15 25 29 31 30 20

当期引渡（戸） 6 22 17 29 23 20 27

期末在庫（戸） 27 20 28 28 36 46 39

2021年３月期
（2020年４月～2021年３月）

2021年４月以降

期間（月） ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12

期首在庫（戸） 7 12 3 0 1 2 4

当期完成（戸） 10 0 0 3 5 2 0

当期引渡（戸） 5 9 3 2 4 0 2

期末在庫（戸） 12 3 0 1 2 4 2

2021年３月期
（2020年４月～2021年３月）

2021年４月以降

６月末 ９月末 12月末 ３月末 ６月末 ９月末 12月末

事業支出金

（百万円）
12,512 14,198 13,683 10,259 13,258 15,828 19,040

ウ．販売状況の推移

ａ．新築マンション

ｂ．中古マンション（買取再販）

ｃ．戸建

エ．未完成在庫（事業支出金）

（注）１　事業支出金は主に土地代及び建築代金の一部です。

２　2021年12月末に計上している事業支出金にかかる物件の販売計画は、売上高約55,300百万円です。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

期中契約高 期末契約残高 期中契約高 期末契約残高

戸数
（戸）

金額
（千円）

戸数
（戸）

金額
（千円）

戸数
（戸）

金額
（千円）

戸数
（戸）

金額
（千円）

分譲マンション 562 17,512,909 304 9,276,952 606 21,760,138 392 14,293,370

期首繰越残高

（千円）

期中受注高

（千円）

期中完成工事高

（千円）

期末繰越残高

（千円）

前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

建築工事
外部取引 35,899,722 25,938,476 25,572,005 36,266,193

内部取引 3,695,050 3,233,527 2,166,677 4,761,900

土木工事 425,240 1,423,821 1,052,215 796,846

計 40,020,012 30,595,824 28,790,897 41,824,939

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

建築工事
外部取引 ※ 35,315,528 27,569,051 24,960,721 37,923,858

内部取引 4,640,420 466,979 1,575 5,105,824

土木工事 561,523 1,525,704 477,106 1,610,121

計 40,517,471 29,561,734 25,439,402 44,639,803

オ．契約状況

（注）１　上記の他、不動産証券化事業に係る期末契約残高が、前第３四半期連結累計期間は590,000千円、当第

３四半期連結累計期間は6,521,772千円あります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②　建設事業

　建設事業については、新型コロナウイルス感染症等による建築資材納品の遅れ及び予期せぬ地中障害撤去工程

追加の影響により工程進捗に遅れが生じた結果、売上高は25,549百万円（前年同期比4.5％減）となり、売上高

の減少を受け、セグメント利益は610百万円（前年同期比56.3％減）となりました。

　なお、通期につきましては、上記の影響により、期初予想に比べ、売上高及びセグメント利益についてやや下

振れとなる可能性が高いと見込んでおります。

当第３四半期連結累計期間における多田建設株式会社の受注実績・売上（完成工事高）実績は次のとおりであり

ます。

※「収益認識に関する会計基準（企業会計基準第29号　2020年３月31日）」等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しております。その結果、当第３四半期累計期間の期首繰越残高が8,062千円増加しております。

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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区分

前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

金額（千円） 前年同期比(％) 金額（千円） 前年同期比(％)

不動産売上高 7,487,155 133.8 4,104,802 △45.2

工事完成売上高 1,268,100 △19.1 1,581,104 24.7

受託料収入 2,509,363 4.1 2,570,490 2.4

賃借料収入 579,856 27.7 404,172 △30.3

その他 289,490 △3.5 312,559 8.0

合計 12,133,965 52.9 8,973,129 △26.1

③　不動産管理事業

　不動産管理事業は、マンション共用部分の管理、ビル管理、賃貸物件の管理受託、これら管理業務に伴うリフ

ォームや大規模修繕等の工事及び賃貸物件の販売を行っております。

　賃貸物件の販売が減少したため、売上高は8,973百万円（前年同期比26.0％減）、セグメント利益は984百万円

（前年同期比27.3％減）となりました。

営業収入の内訳

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

④　その他

　日神ファイナンス株式会社は、少額の新規貸付を若干行っておりますが、縮小均衡を目指しております。

　売上高は18百万円（前年同期比17.7％増）、セグメント損失は15百万円（前年同期27百万円の損失）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態は次のとおりです。

①　資産

　前連結会計年度末より4,410百万円増加し、111,872百万円（前年度末比4.1％増）となりました。

　この主な原因は、現金及び預金の減少10,809百万円、受取手形・完成工事未収入金等の増加5,690百万円、販

売用不動産の減少2,561百万円、不動産事業支出金の増加11,709百万円であります。

②　負債

　前連結会計年度末より4,640百万円増加し、50,535百万円（前年度末比10.1％増）となりました。

　この主な原因は、短期借入金の減少524百万円、未払法人税等の減少944百万円、長期借入金の増加6,927百万

円、役員退職慰労引当金の減少590百万円であります。

③　純資産

　前連結会計年度末より229百万円減少し、61,336百万円（前年度末比0.4％減）となりました。

　この主な原因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加731百万円、剰余金の配当による減少

844百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては2021年５月７日に公表した数値から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 57,874,450 47,065,273

受取手形・完成工事未収入金等 11,388,596 17,078,825

電子記録債権 311,840 121,550

販売用不動産 5,925,878 3,364,324

不動産事業支出金 14,360,079 26,069,406

未成工事支出金 131,391 15,921

商品 3,837 3,452

短期貸付金 14,320 11,190

未収入金 93,978 760,957

その他 1,008,102 1,552,225

貸倒引当金 △72,529 △70,790

流動資産合計 91,039,946 95,972,335

固定資産

有形固定資産 11,397,649 11,334,643

無形固定資産 94,073 81,626

投資その他の資産 4,929,991 4,483,670

固定資産合計 16,421,714 15,899,940

資産合計 107,461,660 111,872,276

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,037,443 4,676,273

電子記録債務 4,605,403 4,484,940

短期借入金 14,513,961 13,989,571

１年内償還予定の社債 88,000 88,000

未払法人税等 985,486 41,356

引当金

賞与引当金 455,121 186,905

完成工事補償引当金 174,904 200,377

工事損失引当金 － 12,607

株主優待引当金 31,993 －

その他 3,000,845 3,586,891

流動負債合計 28,893,158 27,266,922

固定負債

社債 400,000 356,000

長期借入金 13,890,208 20,817,587

引当金

役員退職慰労引当金 590,970 －

債務保証損失引当金 3,102 2,852

役員株式給付引当金 － 14,588

退職給付に係る負債 1,744,039 1,681,355

その他 373,421 396,094

固定負債合計 17,001,742 23,268,477

負債合計 45,894,900 50,535,399

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 6 -

株式会社日神グループホールディングス（8881）2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,111,411 10,111,411

資本剰余金 427,432 425,478

利益剰余金 50,698,293 50,625,087

自己株式 △25,395 △112,694

株主資本合計 61,211,742 61,049,282

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 222,660 201,619

退職給付に係る調整累計額 △4,738 △1,184

その他の包括利益累計額合計 217,922 200,434

非支配株主持分 137,095 87,158

純資産合計 61,566,759 61,336,876

負債純資産合計 107,461,660 111,872,276
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 55,050,608 45,981,773

売上原価 46,611,575 39,521,647

売上総利益 8,439,033 6,460,125

販売費及び一般管理費 5,309,508 5,095,882

営業利益 3,129,524 1,364,243

営業外収益

受取利息 11,362 1,228

受取配当金 13,334 15,452

有価証券売却益 － 28,905

貸倒引当金戻入額 16,040 14,999

債務保証損失引当金戻入額 273 250

株主優待引当金戻入額 － 8,323

保険返戻金 3,808 20,123

その他 56,187 64,956

営業外収益合計 101,006 154,238

営業外費用

支払利息 288,031 276,718

支払手数料 17,546 3,824

その他 6,740 24,449

営業外費用合計 312,317 304,992

経常利益 2,918,212 1,213,489

特別利益

固定資産売却益 92,455 27,440

特別利益合計 92,455 27,440

特別損失

固定資産売却損 67,445 －

固定資産除却損 93,967 13,680

関係会社清算損 65,144 －

関係会社株式評価損 － 120,165

特別損失合計 226,557 133,845

税金等調整前四半期純利益 2,784,110 1,107,084

法人税、住民税及び事業税 683,828 231,079

法人税等調整額 169,759 149,575

法人税等合計 853,588 380,654

四半期純利益 1,930,521 726,429

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,846 △5,349

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,928,675 731,778

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,930,521 726,429

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24,927 △21,041

為替換算調整勘定 51,742 －

退職給付に係る調整額 40,276 3,553

その他の包括利益合計 116,947 △17,487

四半期包括利益 2,047,469 708,941

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,045,679 714,290

非支配株主に係る四半期包括利益 1,789 △5,349

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、請負工事に係る収益の計上について、連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認

められる工事については工事進行基準を適用し、それ以外の工事については工事完成基準を適用しておりました

が、当連結会計年度より履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しており

ます。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約

変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は105,341千円増加し、売上原価は94,512千円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ10,828千円増加しております。また、利益剰余金の当期

首残高は7,301千円増加しております。

　「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。当該会計基準の適用が四半期連結

財務諸表に与える影響は軽微であります。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。

（修正再表示）

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計 調整額
四半期連結
損益計算書

計上額不動産事業 建設事業
不動産管理

事業
計

売上高

外部顧客に対する　　

売上高
16,134,207 26,766,607 12,133,965 55,034,780 15,827 55,050,608 － 55,050,608

セグメント間の内部

売上高又は振替高
123,446 2,166,677 82,138 2,372,262 30,257 2,402,520 △2,402,520 －

計 16,257,653 28,933,284 12,216,104 57,407,043 46,085 57,453,128 △2,402,520 55,050,608

セグメント利益又は損

失（△）
752,416 1,397,019 1,352,965 3,502,400 △27,500 3,474,900 △345,376 3,129,524

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計 調整額
四半期連結
損益計算書

計上額不動産事業 建設事業
不動産管理

事業
計

売上高

外部顧客に対する　　

売上高
11,440,206 25,549,810 8,973,129 45,963,146 18,627 45,981,773 － 45,981,773

セグメント間の内部

売上高又は振替高
119,001 1,785 132,333 253,119 16,382 269,501 △269,501 －

計 11,559,207 25,551,595 9,105,462 46,216,265 35,009 46,251,275 △269,501 45,981,773

セグメント利益又は損

失（△）
92,534 610,757 984,002 1,687,294 △15,428 1,671,865 △307,622 1,364,243

セグメント利益又は損失（△） 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

セグメント間取引消去 △572,258 △462,081

全社収益※1 694,835 567,565

全社費用※2 △467,953 △413,105

合計 △345,376 △307,622

（単位：千円）

※１　全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料及び受取配当金であります。

※２　全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る一般管理費であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸ゴルフ場事業及び信用保証業を

含んでおります。

当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、信用保証業を含んでおります。

２．報告セグメントの合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に

関する事項）
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　該当事項はありません。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（追加情報）

　（新型コロナウイルス感染症の拡大による影響に関する会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が当連結会計年度中は続くものとの仮定は変更しておりません。

　また、当第３四半期連結累計期間につきましては、通期連結業績予想等の変更はない見通しであることから、繰延

税金資産の回収可能性等の会計上の見積りの見直しは不要であると判断しております。

　なお、今後の感染状況の拡大によっては、当社グループの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありま

す。
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